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任
地
ま
で 

 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
初
旬
、
私
は
勤
務
し

た
海
軍
工
廠
会
計
部
の
主
計
少
佐
よ
り
軍
属
と
し
て
南
方

従
軍
を
勧
め
ら
れ
た
。 

 

当
時
私
は
、
物
品
会
計
専
門
で
材
料
課
に
属
し
て
い
た
。

同
僚
も
材
料
課
の
一
人
、
他
に
計
算
課
の
工
事
番
の
係
一

人
、
も
う
一
人
は
給
与
課
調
査
場
（
工
員
の
給
料
計
算
係
）

一
人
、
計
四
人
で
あ
っ
た
。 

 

田
舎
者
で
世
間
知
ら
ず
の
母
は
、
私
の
従
軍
を
聞
き
悲

し
さ
の
余
り
床
に
つ
い
た
。
そ
れ
で
も
父
は
男
だ
。
三
人

の
男
子
の
中
一
人
位
は
時
勢
に
即
応
し
て
御
国
の
た
め
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
軍
国
の
父
ら
し
い
こ
と
を
縁
付

い
た
姉
に
も
ら
し
た
こ
と
を
後
日
聞
い
た
。 

 

二
月
十
一
日
、
紀
元
節
の
佳
き
日
、
会
計
部
長
主
計
大

佐
の
案
内
で
工
廠
長
の
少
将
閣
下
に
お
別
れ
の
挨
拶
に
参

上
し
た
。
閣
下
よ
り
は
「
今
次
大
戦
も
緒
戦
で
大
勝
と
は

い
え
、
前
途
は
楽
観
で
き
ぬ
。
諸
君
は
当
廠
と
し
て
は
ま

ず
軍
属
従
軍
の
先
輩
で
あ
る
。
工
廠
の
名
誉
の
た
め
本
分

を
尽
く
せ
」
と
の
訓
示
を
頂
い
た
。
途
中
、
山
陰
線
夜
行

に
便
乗
し
、
戦
友
の
Ｔ
君
の
親
戚
の
あ
る
京
都
へ
寄
り
ご

馳
走
に
な
っ
た
。 

 

十
二
日
、
呉
海
軍
の
海
光
会
（
判
任
官
雇
員
の
宿
泊
施

設
）
に
入
り
約
二
週
間
滞
在
し
た
。
海
軍
に
奉
職
し
て
も

舞
鶴
し
か
知
ら
ぬ
私
は
、
呉
軍
港
の
大
き
さ
と
、
軍
都
と

し
て
街
の
広
い
の
に
び
っ
く
り
し
た
。
工
廠
も
構
内
が
広

く
、
工
員
は
汽
車
通
勤
で
あ
っ
た
。
私
は
経
理
部
に
配
属

で
、
古
風
な
煉
瓦
造
り
の
庁
舎
へ
一
応
顔
を
出
し
、
軍
需

部
内
に
設
置
さ
れ
た
第
百
二
海
軍
経
理
部
設
立
事
務
所
へ

出
頭
し
た
。 

 

こ
の
「
百
二
経
」
は
本
部
ス
ラ
バ
ヤ
、
支
部
は
バ
リ
ッ

ク
パ
パ
ン
と
マ
カ
ッ
サ
ル
で
、
希
望
に
よ
り
人
員
が
配
分

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
私
の
運
命
の
明
暗
を
分
か
ち
私
は

バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
、
同
僚
二
人
は
ス
ラ
バ
ヤ
、
一
人
は
マ

カ
ッ
サ
ル
に
な
っ
た
。 
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後
日
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
僚
一
人
は
昭
和
十
八
年

頃
、
内
地
帰
還
し
て
海
軍
書
記
に
任
官
し
、
南
方
経
理
部

へ
行
く
途
中
「
鎌
倉
丸
」
で
沈
没
さ
れ
た
。
同
君
は
妻
帯

者
で
遺
児
も
あ
り
気
の
毒
で
あ
っ
た
。 

 

出
帆
の
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
休
暇
が
出
さ
れ
た
。
歓

呼
の
声
で
故
郷
を
出
て
休
暇
で
家
へ
帰
る
の
は
ど
う
か
と

思
っ
た
私
は
、
中
学
の
修
学
旅
行
で
行
か
な
か
っ
た
九
州

回
遊
を
し
よ
う
と
思
っ
た
。
旅
行
は
一
人
旅
で
、
あ
ち
こ

ち
の
神
社
参
り
で
武
運
長
久
を
祈
っ
た
。
熊
本
城
や
城
山

も
見
学
し
肥
後
米
も
た
ら
ふ
く
食
べ
た
。 

 

乗
船
は
「
東
京
丸
」（
六
、
四
七
一
ト
ン
）
で
乗
員
は
経

理
部
、
軍
需
部
、
燃
料
廠
、
病
院
の
数
百
人
で
あ
っ
た
。

私
ら
最
下
級
の
雇
員
は
兵
並
で
、
船
倉
の
中
で
、
高
い
仮

設
の
階
段
で
上
が
り
下
り
は
大
変
で
あ
っ
た
。 

 

私
は
海
辺
に
育
っ
た
け
れ
ど
も
船
に
乗
る
の
は
初
め
て
、

小
学
校
の
六
年
頃
、
天
の
橋
立
へ
海
軍
の
船
で
遠
足
し
た

の
と
、
満
州
旅
行
に
敦
賀
か
ら
朝
鮮
の
清
津
間
を
渡
海
、

朝
鮮
よ
り
内
地
へ
の
関
釜
連
絡
船
と
数
え
る
程
で
あ
っ
た
。 

 

翌
二
十
六
日
、
目
覚
め
て
甲
板
に
立
っ
て
び
っ
く
り
し

た
。
も
う
大
分
瀬
戸
内
海
を
出
た
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

昨
日
と
相
変
わ
ら
ず
軍
港
内
に
停
泊
し
て
い
た
。
や
っ
ぱ

り
防
諜
上
の
作
戦
で
あ
る
と
。 

 

船
内
で
の
空
気
の
悪
さ
や
、
馴
れ
ぬ
航
海
の
海
上
生
活

で
胸
部
に
痛
み
を
感
じ
た
。
さ
あ
大
変
だ
。
ま
だ
生
来
大

し
た
病
気
も
し
た
こ
と
の
な
い
私
、
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま

に
海
軍
病
院
長
の
軍
医
中
佐
の
診
察
を
受
け
た
。
軍
医
中

佐
は
、
「
何
か
腰
を
ま
げ
重
量
物
の
運
搬
を
し
た
こ
と
は

な
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
は
た
と
思
い
当
た
っ
た
の
は

二
月
二
十
二
日
頃
、
自
分
等
の
酒
保
物
品
の
ビ
ー
ル
や
缶

詰
を
精
い
っ
ぱ
い
運
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
農
家
の
三

男
坊
と
は
い
え
力
仕
事
を
し
た
こ
と
は
な
い
。
群
衆
心
理

で
仲
間
と
使
役
に
励
ん
だ
こ
と
と
分
か
り
安
心
し
た
。 

  

「
東
京
丸
」
は
海
軍
徴
用
船
で
あ
る
の
で
、
警
乗
員
は

退
役
の
老
大
佐
を
分
隊
長
と
し
て
、
兵
曹
長
が
分
隊
士
、

下
士
官
兵
十
人
程
で
、
船
尾
に
は
木
製
の
擬
砲
が
備
え
ら

れ
た
、
誠
に
無
防
備
に
等
し
い
心
細
さ
で
あ
っ
た
。 

 
台
湾
沖
あ
た
り
で
半
袖
、
半
ズ
ボ
ン
の
防
暑
服
に
着
替
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え
、
お
互
い
に
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
脛
を
笑
い
あ
っ
た
。
海

中
に
浮
き
沈
み
す
る
ビ
ー
ル
瓶
を
見
て
、
潜
水
艦
の
潜
望

鏡
か
と
大
騒
ぎ
し
た
。
燕
は
賢
い
鳥
で
木
切
れ
を
足
で
は

さ
み
広
い
太
平
洋
を
渡
海
す
る
。
私
ら
も
翼
が
あ
っ
た
ら

な
あ
と
話
し
合
っ
た
。 

 

海
軍
は
階
級
意
識
が
厳
し
く
、
准
士
官
以
上
と
下
士
官

兵
と
の
区
分
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
お
え
ら
方
は
船
橋

の
風
通
し
の
よ
い
船
室
で
扇
風
機
付
き
、
私
ら
は
馬
並
の

船
底
、
と
て
も
暑
く
て
眠
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
私
ら

は
毛
布
を
か
か
え
て
「
男
の
夜
た
か
」
か
と
冗
談
を
い
い

甲
板
に
寝
た
も
の
だ
。 

 

便
乗
者
は
何
も
用
な
し
で
、
積
み
込
ん
だ
ビ
ー
ル
を
た

ら
ふ
く
呑
み
、
缶
詰
も
満
腹
す
る
程
食
べ
た
。
器
用
な
友

は
針
金
を
鋸
代
用
と
し
て
ビ
ー
ル
瓶
を
切
り
、
手
製
の
コ

ッ
プ
を
造
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。 

 

途
中
三
月
四
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
へ
寄
っ
た
が
、

上
陸
も
序
列
が
あ
っ
て
士
官
、
高
等
文
官
が
第
一
、
下
士

官
兵
は
陸
を
見
つ
つ
波
の
上
で
待
機
し
た
。
生
ま
れ
て
初

め
て
見
る
南
洋
の
島
、
紺
碧
の
海
、
よ
く
も
こ
こ
ま
で
無

事
に
来
ら
れ
た
と
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
先

着
の
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
で
南
洋
の
果
物
の
接
待
を
受
け
た

が
、
戦
塵
さ
め
や
ら
ぬ
市
街
は
陸
戦
隊
の
警
備
が
物
々
し

い
。
壊
れ
た
水
道
管
か
ら
の
水
で
水
浴
し
、
船
旅
の
垢
を

落
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
地
は
か
つ
て
は
ス
ペ
イ

ン
領
で
、
今
次
大
戦
前
は
米
国
の
支
配
地
で
、
弱
い
民
族

の
悲
哀
を
垣
間
見
た
が
、
大
東
亜
戦
争
開
戦
と
同
時
に
原

住
民
が
蜂
起
し
、
日
本
居
留
民
を
虐
殺
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
街
は
街
路
樹
が
ア
ー
チ
状
を
な
し
道
路
は
涼
し
く
、

英
語
が
通
用
す
る
。 

  

三
月
九
日
の
蘭
印
降
伏
後
の
十
二
日
、
マ
カ
ッ
サ
ル
へ

入
り
、
十
五
日
よ
り
二
十
日
ま
で
マ
カ
ッ
サ
ル
支
部
に
仮

入
部
し
た
。 

 

こ
こ
で
も
士
官
や
高
等
文
官
は
水
交
社
に
泊
り
、
私
ら

は
ア
ン
ペ
ラ
毛
布
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
軍
隊
並
に
支
部
長

主
計
少
佐
の
巡
検
を
受
け
、
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
買
物
を

し
た
。 
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三
月
二
十
五
日
「
興
安
丸
」
に
乗
船
、
出
港
、
途
中
警

戒
し
つ
つ
マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
を
渡
り
、
二
十
八
日
に
最
終

任
地
の
ボ
ル
ネ
オ
の
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
に
上
陸
、
第
百
二

経
バ
支
部
ま
で
根
拠
地
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
で
行
く
。
そ
こ
で

仮
庁
舎
へ
入
り
、
看
板
を
掲
げ
開
庁
し
た
。 

 

思
え
ば
前
後
を
通
じ
三
十
二
日
間
、
長
い
危
険
な
航
海

で
あ
っ
た
。 

  
 

気
の
や
さ
し
い
上
司
、
Ｓ
主
計
大
尉 

 

私
が
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
の
経
理
部
に
配
属
さ
れ
て
、
ま

ず
印
象
に
残
っ
た
の
は
Ｓ
主
計
大
尉
で
あ
る
。
Ｓ
主
計
大

尉
は
昭
和
十
七
年
五
月
、
海
軍
工
廠
の
経
理
部
付
と
し
て

着
任
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
十
一
月
、「
高
砂
丸
」
主
計
長
と

し
て
転
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
お
仕
え
し
た
方
で
あ
る
。 

 

私
は
昭
和
十
七
年
五
月
、
Ｓ
主
計
大
尉
の
着
任
時
に
、

桟
橋
ま
で
お
迎
え
の
た
め
行
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｓ
主
計
大

尉
は
東
京
の
金
満
家
の
息
子
と
し
て
一
高
、
東
大
と
エ
リ

ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
み
、
日
銀
に
入
行
予
定
で
あ
っ
た
が
、

二
年
現
役
主
計
科
士
官
と
し
て
経
理
部
先
任
部
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
色
々
と
高
い
学
識
で
私
ら
部
下

を
よ
く
指
導
し
て
頂
い
た
。 

 

ま
た
そ
の
反
面
、
進
取
的
で
研
究
心
旺
盛
、
当
時
と
し

て
は
珍
し
い
自
動
車
運
転
を
し
、
事
故
に
会
わ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
ま
た
軍
律
裁
判
の
法
務
官
代
理
と
し
て
現
地

民
の
処
刑
に
立
ち
会
わ
れ
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
食
欲
が
落

ち
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
ス
ラ
バ
ヤ
へ
向
か
う
陸
軍

病
院
船
の
婦
長
が
、
か
つ
て
の
Ｓ
主
計
大
尉
の
幼
稚
園
の

頃
の
先
生
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
、
慰
問
さ
れ
た
際
に
私

も
同
行
し
た
が
、
誠
に
人
情
深
い
恩
を
忘
れ
ぬ
人
格
の
方

で
あ
っ
た
。 

 

一
年
半
の
経
理
部
勤
務
後
「
高
砂
丸
」
主
計
長
を
経
て
、

昭
和
二
十
年
一
月
二
十
七
日
、
軍
需
省
管
理
官
と
し
て
会

議
中
、
Ｂ
29
の
七
〇
機
に
及
ぶ
大
空
襲
で
爆
死
さ
れ
た
こ

と
が
か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
あ
る
。 

  
 

男
の
中
の
男
一
匹
、
向
井
主
計
大
尉 

 

昭
和
十
九
年
一
月
十
九
日
、
女
子
理
事
生
三
人
が
初
体

験
の
空
襲
を
受
け
た
。
向
井
主
計
大
尉
は
嘱
託
や
女
子
理
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事
生
を
防
空
壕
に
退
避
さ
せ
た
後
、
皆
が
止
め
る
の
も
聞

か
ず
庁
舎
が
心
配
だ
と
走
っ
て
行
か
れ
た
。
誠
に
勇
敢
に

し
て
部
下
思
い
の
方
で
あ
っ
た
。 

 
ま
た
、
公
私
混
同
を
嫌
わ
れ
た
主
計
大
尉
で
、
燃
料
廠

長
の
パ
ジ
ャ
マ
を
経
理
部
縫
製
工
場
で
作
る
よ
う
話
が
あ

っ
た
際
も
「
縫
製
工
場
は
海
軍
の
縫
製
工
場
で
、
私
用
の

パ
ジ
ャ
マ
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
た
。
自
分
が
や
っ

て
い
る
事
は
正
し
い
事
で
あ
る
と
の
余
程
の
信
念
と
勇
気

が
な
け
れ
ば
、
廠
長
か
ら
叱
ら
れ
て
も
上
官
の
面
前
で
い

え
る
事
で
は
な
い
。
自
分
の
栄
達
や
保
身
の
事
の
み
考
え

て
、
何
の
信
念
も
な
く
、
上
司
の
命
令
に
盲
従
す
る
よ
う

な
人
に
は
到
底
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

製
糧
士
が
小
指
の
太
さ
の
あ
る
「
う
ど
ん
」
を
作
っ
て

そ
れ
を
食
卓
に
出
す
前
に
上
司
か
ら
叱
ら
れ
た
。
向
井
大

尉
は
「
こ
れ
は
ズ
ド
ン
だ
」
と
皆
を
笑
わ
せ
な
が
ら
食
べ

ら
れ
た
と
い
う
一
事
で
も
性
格
が
判
る
。
終
戦
後
三
菱
樹

脂
に
就
職
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
永
眠
さ
れ
た
。 

  

 
 

几
帳
面
な
Ｆ
書
記 

 

私
の
上
司
で
あ
っ
た
Ｆ
書
記
は
誠
に
人
柄
は
優
等
生
で
、

海
軍
の
会
計
監
督
庁
と
し
て
う
っ
て
つ
け
の
方
で
あ
っ
た
。

呉
経
理
部
出
身
の
同
氏
は
、
呉
軍
港
出
港
以
来
、
私
の
上

司
と
し
て
す
べ
て
の
指
導
を
頂
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同

氏
は
達
筆
で
、
経
理
部
の
看
板
を
書
か
れ
、
そ
れ
は
開
庁

よ
り
三
年
三
カ
月
間
、
庁
舎
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。 

 

私
は
工
廠
出
身
で
主
に
物
品
会
計
の
受
持
ち
で
あ
っ
た

の
で
金
銭
会
計
で
あ
る
艦
隊
経
費
の
整
理
は
誠
に
素
人
で

あ
っ
た
が
、
何
く
れ
と
な
く
指
導
し
て
頂
き
、
今
も
感
謝

し
て
い
る
。 

 

同
氏
は
昭
和
十
八
年
五
月
、
ス
ラ
バ
ヤ
本
部
へ
転
ぜ
ら

れ
た
。
戦
後
は
税
務
署
長
と
し
て
広
島
県
で
活
躍
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。 

  
 

豪
胆
な
る
書
記 

 

Ｓ
書
記
と
の
出
会
い
は
、
そ
れ
こ
そ
呉
軍
需
部
で
経
理

部
が
設
立
さ
れ
た
時
か
ら
の
深
い
交
際
で
あ
っ
た
が
、
彼

は
呉
海
軍
工
廠
会
計
部
材
料
課
出
身
と
、
私
と
よ
く
似
た
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経
歴
で
、
軍
で
も
私
よ
り
一
年
若
く
、
良
き
先
輩
で
あ
り

同
僚
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
既
に
支
那
大
陸
で
の
従

軍
経
験
も
あ
り
機
敏
な
性
格
で
あ
っ
た
。 

 
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
で
初
体
験
の
空
襲
の
夜
、
彼
は
当
直

員
で
あ
っ
た
。
逸
早
く
爆
音
を
耳
に
し
た
彼
は
「
夜
襲
！ 

夜
襲
」
と
連
呼
し
て
、
眠
り
こ
け
て
い
た
若
者
達
を
防
空

壕
へ
退
避
さ
せ
、
一
人
の
犠
牲
者
も
な
く
事
無
き
を
得
、

翌
朝
の
経
理
部
長
の
朝
礼
訓
示
で
絶
賛
を
受
け
た
こ
と
が
、

彼
の
将
来
の
立
身
出
世
の
糸
口
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
彼
は
中
々
人
望
厚
く
、
換
言
す
れ
ば
、
人
心
収
攬
術
に

長
じ
て
い
た
。 

 

時
に
は
携
行
し
た
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
き
、
郷
愁
に

か
ら
れ
る
皆
の
心
を
慰
め
て
く
れ
た
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
も

達
者
で
、
戦
中
は
敵
性
遊
戯
な
ど
と
い
わ
れ
た
野
球
に
も

名
投
手
と
し
て
登
板
し
、
海
軍
の
お
家
芸
の
バ
レ
ー
で
は

後
衛
と
し
て
い
つ
も
勝
利
を
納
め
た
。
そ
う
い
っ
た
彼
は

女
子
理
事
生
に
も
も
て
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
八
年
、
海

軍
書
記
が
増
員
さ
れ
た
時
、
イ
の
一
番
で
軍
刀
従
軍
服
の

勇
姿
に
か
わ
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
六
月
、
豪
軍
が
上
陸
し
て
く
る
や
物
資
輸

送
の
主
任
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
が
、
彼
の
豪
胆
さ
が
仇
と

な
り
、
苦
力
を
連
れ
て
苦
力
小
屋
で
一
服
中
、
機
銃
掃
射

で
大
腿
部
盲
貫
銃
創
、
出
血
多
量
で
名
誉
の
戦
死
を
さ
れ
、

二
十
九
歳
で
我
々
は
涙
と
共
に
南
洋
の
地
に
彼
を
葬
っ
た

の
で
あ
る
。 

  
 

初
代
支
部
長
Ｓ
中
佐
の
思
い
出 

 

Ｓ
中
佐
は
経
理
学
校
出
身
の
立
派
な
方
で
あ
っ
た
が
、

い
つ
も
訓
示
は
、
大
和
民
族
の
優
秀
性
を
強
調
さ
れ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
ン
ゴ
ス
（
下
男
）
が
親
指
を
二
本
立

て
「
ト
ア
ン
、
ニ
ッ
ポ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
サ
マ
サ
マ

（
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
同
じ
で
す
）
」
と
言
っ
た
の
に

対
し
て
「
何
が
同
じ
か
、
日
本
は
征
服
者
だ
」
と
、
こ
の

よ
う
に
一
時
が
万
事
国
際
的
で
あ
る
。
海
軍
に
似
合
わ
ぬ

陸
軍
式
国
粋
者
で
あ
っ
た
。 

 

経
理
部
の
出
納
官
吏
で
あ
っ
た
の
で
上
級
者
で
あ
る
第

二
十
二
根
司
令
官
海
軍
少
将
の
金
庫
検
査
は
き
ち
っ
と
受

け
ら
れ
、
さ
す
が
主
計
科
士
官
で
あ
る
と
感
心
し
た
も
の
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で
あ
る
。 

 

中
佐
は
舞
鶴
経
理
部
の
部
員
で
、
私
の
勤
務
庁
の
工
廠

会
計
部
の
部
員
と
経
理
学
校
同
期
で
あ
っ
た
の
で
、
時
々

お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
支
部
に
こ
ら
れ
た
の

も
何
か
の
縁
と
思
っ
た
。 

  
 

努
力
家
温
情
味
の
あ
る
Ｎ
主
計
少
佐 

 

Ｎ
主
計
少
佐
は
昭
和
十
八
年
一
月
、
本
部
よ
り
転
任
し

て
来
ら
れ
、
同
五
月
に
は
本
部
へ
帰
ら
れ
、
僅
か
四
カ
月

の
短
期
間
で
あ
っ
た
。
当
時
の
支
部
長
は
燃
料
廠
会
計
部

長
が
本
務
で
あ
っ
た
の
で
文
字
通
り
支
部
長
代
理
の
配
置

で
あ
っ
た
。 

 

後
日
、
戦
友
会
で
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
出
身
は
水
戸

で
一
浪
で
進
学
校
の
中
学
へ
入
っ
た
。
海
軍
の
秀
才
の
集

ま
る
経
理
学
校
の
入
試
で
は
、
六
百
人
の
志
願
者
が
六
十

人
に
し
ぼ
ら
れ
、
最
終
的
に
合
格
は
十
人
に
な
り
、
こ
の

実
に
六
十
倍
の
難
関
、
十
人
の
ト
ッ
プ
で
卒
業
さ
れ
た
と

い
わ
れ
た
。 

 

戦
友
会
で
も
少
し
も
威
張
る
と
こ
ろ
な
く
、
私
ら
下
級

者
に
も
親
し
く
話
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

  

以
上
の
上
司
先
輩
に
指
導
を
受
け
つ
つ
、
我
々
は
戦
っ

た
の
で
あ
る
。
当
地
も
、
い
つ
ま
で
も
平
和
―
時
々
空
襲

は
あ
っ
た
が
―
は
続
か
な
か
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
六
月
十
五
日
、
「
今
日
の
空
襲
は
び
っ
く

り
し
た
な
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
っ
た
か
ら
な
」
と
語
り

合
い
な
が
ら
同
僚
数
人
と
庁
舎
へ
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
庁

舎
内
で
は
異
様
な
空
気
が
み
な
ぎ
り
、
皆
が
Ｙ
主
計
大
尉

を
囲
ん
で
い
る
。
大
尉
は
「
た
っ
た
今
、
司
令
部
か
ら
通

報
が
あ
り
、
第
四
砲
台
が
敵
艦
三
十
数
隻
を
沖
合
に
発
見

し
た
。
同
時
に
『
千
早
二
号
作
戦
』
が
発
動
さ
れ
た
」
と

語
っ
た
。 

 

さ
ら
に
「
諸
君
は
直
ち
に
所
定
の
行
動
に
移
る
。
ま
ず

書
類
を
今
日
中
に
焼
却
す
る
。
諸
君
の
武
運
を
祈
る
」
と
。

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
私
に
も
初
め
て
の
敵
上

陸
作
戦
対
策
だ
。 

 

海
岸
に
あ
る
小
高
い
防
空
壕
に
登
り
、
双
眼
鏡
で
眺
め

る
と
赤
道
方
向
に
動
い
て
い
る
の
が
良
く
見
え
る
。
敵
艦
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が
眼
前
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
、
遥
か
東

方
の
飛
行
場
辺
り
に
ド
カ
ン
ド
カ
ン
と
艦
砲
射
撃
が
始
ま

っ
た
。
そ
れ
こ
そ
腹
に
ず
し
ん
ず
し
ん
と
響
く
、
生
ま
れ

て
初
め
て
の
体
験
で
、
身
の
縮
む
思
い
で
あ
っ
た
。 

 

私
は
防
空
壕
を
下
り
、
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
、
庁
舎
前
に

横
一
メ
ー
ト
ル
縦
二
メ
ー
ト
ル
深
さ
約
七
〇
セ
ン
チ
の
穴

を
全
員
で
掘
っ
た
。
こ
う
し
て
書
類
焼
却
の
準
備
を
終
え

た
が
、
そ
れ
か
ら
が
大
変
だ
。
炎
天
の
赤
道
直
下
で
あ
る
。

帳
簿
は
ば
ら
し
て
投
げ
込
む
が
思
う
よ
う
に
は
燃
え
な
い
。

私
は
私
物
の
内
地
よ
り
持
参
し
た
書
類
も
放
り
込
ん
だ
。

私
本
「
戦
時
日
誌
」
も
燃
や
し
た
。
必
要
な
品
物
だ
け
を

リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
込
み
、
背
負
っ
た
軍
刀
二
振
り
（
一
刀

は
父
に
買
っ
て
貰
っ
た
も
の
と
一
本
は
経
理
部
で
役
得
で

入
手
し
た
陣
刀
の
立
派
な
物
）
、
そ
れ
に
燃
料
廠
製
の
穂
先

の
短
い
た
ん
ぽ
槍
に
ゲ
ー
ト
ル
、
戦
闘
帽
、
誠
に
戦
国
の

落
武
者
で
あ
る
。
毛
布
や
マ
ッ
ト
も
経
理
部
の
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
せ
、
マ
ハ
カ
ム
河
中
流
の
都
サ
マ
リ
ン
ダ
を
目
指
し

た
。 

 

マ
ハ
カ
ム
河
は
ボ
ル
ネ
オ
の
大
河
で
、
鰐
が
流
木
の
よ

う
に
浮
か
ん
で
い
て
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
。 

 

主
計
隊
の
任
務
の
握
り
飯
の
運
搬
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
私

は
同
僚
の
Ｔ
君
に
頼
ん
だ
。
彼
も
嫌
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼

は
先
年
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
彼
は
寺
の
和
尚
さ
ん
で
良
い

人
で
あ
っ
た
。 

 

爆
撃
を
さ
け
て
樹
の
下
で
は
軍
医
が
麻
酔
な
し
で
手
術

を
し
て
い
る
。
「
命
が
惜
し
い
な
ら
辛
抱
せ
い
」
と
、
そ
れ

こ
そ
地
獄
で
あ
っ
た
。
特
務
士
官
は
逃
げ
帰
っ
て
来
た
兵

隊
に
「
敵
前
逃
亡
だ
」
と
い
う
。
虎
の
子
の
ト
ラ
ッ
ク
も

や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
ぼ
と
ぼ
歩
く
だ
け
だ
。
経
理
部

長
の
主
計
大
佐
に
は
足
の
三
里
に
灸
を
せ
い
と
教
え
て
頂

い
た
。 

 

大
変
な
こ
と
に
は
多
く
の
戦
友
が
疲
れ
て
倒
れ
て
し
ま

っ
た
。
気
の
利
い
た
Ｎ
大
尉
が
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
口
に
流

し
込
み
、
さ
ら
に
頭
や
顔
を
思
い
切
り
殴
っ
た
。
や
っ
と

気
が
付
い
た
の
で
テ
ン
ト
内
で
休
ま
せ
て
お
い
た
。 

 

ボ
ル
ネ
オ
で
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
産
出
し
た
の
で
、
そ

れ
を
潜
水
艦
の
眼
を
か
す
め
て
内
地
へ
送
っ
た
。
そ
れ
こ

そ
大
切
な
工
具
機
械
に
使
わ
れ
た
。
猛
毒
を
持
っ
た
百
足
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が
出
て
か
ま
れ
た
ら
命
取
り
に
な
る
。 

 

ス
モ
イ
と
い
う
村
は
日
本
の
田
舎
の
よ
う
な
風
景
で
、

小
川
が
流
れ
、
小
さ
な
農
家
が
点
在
し
、
空
は
青
く
澄
み

切
り
、
風
は
心
地
良
く
吹
き
、
鶏
も
鳴
い
て
い
た
。
川
を

堰
き
止
め
て
小
魚
を
取
っ
て
食
べ
た
が
、
ど
う
や
ら
毒
を

含
ん
で
い
た
ら
し
く
皆
苦
し
ん
だ
。
四
十
八
キ
ロ
地
点
ま

で
は
あ
ち
こ
ち
に
食
糧
が
積
ん
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
に
、
や
っ
と
日
本
が
負
け
た

こ
と
が
判
っ
た
。
初
め
は
豪
州
軍
に
降
伏
で
あ
っ
た
の
で

食
糧
も
充
分
配
ら
れ
た
が
、
後
は
オ
ラ
ン
ダ
に
な
り
随
分

苦
し
め
ら
れ
た
。 

  
 

収
容
生
活
の
苦
し
み 

 

昭
和
二
十
年
八
月
、
敗
戦
と
共
に
私
ら
は
苦
し
い
生
活

が
始
ま
っ
た
。
ロ
ア
ボ
ア
と
い
う
所
で
小
さ
な
平
屋
に
収

容
さ
れ
た
。
私
ら
は
幹
部
の
室
と
一
般
に
区
分
さ
れ
て
寝

た
。 

 

第
一
の
苦
労
は
水
汲
み
作
業
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
河

で
の
水
浴
は
ど
う
も
向
か
な
い
。
ド
ラ
ム
缶
の
急
造
風
呂

で
順
次
に
入
っ
た
。
あ
る
日
命
令
が
出
た
。
ロ
ア
ボ
ア
か

ら
来
た
日
本
人
は
全
員
整
列
せ
よ
と
。
何
事
か
と
並
ん
で

い
る
。
気
味
の
悪
い
首
実
験
だ
。
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
か
ら

来
た
私
ら
は
心
配
な
い
が
サ
マ
リ
ン
ダ
に
居
た
者
は
気
掛

り
だ
。
そ
れ
で
も
何
と
か
す
ん
だ
。 

 

財
産
を
隠
す
の
も
苦
労
し
た
。
賢
い
Ｋ
兵
曹
は
オ
ラ
ン

ダ
銀
貨
を
木
の
根
に
埋
め
小
出
し
に
し
て
品
物
を
買
っ
て

い
た
。
同
僚
の
Ｙ
君
は
指
に
包
帯
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

隠
し
、
オ
ラ
ン
ダ
兵
で
も
こ
こ
ま
で
は
探
す
ま
い
と
言
っ

て
い
た
。 

 

原
住
民
の
足
の
裏
は
随
分
丈
夫
だ
。
釘
の
山
で
も
平
気

で
歩
い
て
い
た
。 

  
 

ス
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
プ 

 

サ
マ
リ
ン
ダ
で
広
大
な
土
地
に
無
数
の
テ
ン
ト
小
屋
が

並
ぶ
。
な
に
し
ろ
六
千
人
も
の
人
間
を
収
容
す
る
の
だ
か

ら
大
き
な
テ
ン
ト
村
が
必
要
に
な
る
。 

 

こ
こ
で
日
本
人
帰
国
者
の
最
終
検
査
が
行
わ
れ
、
戦
犯

容
疑
者
と
規
則
違
反
者
が
摘
発
さ
れ
、
隣
接
の
ブ
ラ
ッ
ク
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キ
ャ
ン
プ
に
移
送
さ
れ
る
。 

 

ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
は
金
網
の
柵
で
仕
切
ら
れ
た
一
画

に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
戸
数
は
約
十
戸
で
百
人
程
度
収
容

で
き
る
。
名
は
ブ
ラ
ッ
ク
で
あ
る
が
テ
ン
ト
は
緑
色
で
あ

っ
た
。 

  
 

キ
ャ
ン
プ
の
食
事 

 

食
事
に
は
参
っ
た
が
、
朝
食
も
昼
食
も
、
ま
た
夕
食
も

小
さ
な
食
器
に
軽
く
一
杯
の
米
の
飯
と
、
塩
味
の
つ
い
た

マ
ト
ン
の
挽
肉
の
缶
詰
半
分
だ
け
で
、
野
菜
類
や
汁
気
は

一
切
な
し
。
今
ま
で
は
菜
っ
葉
を
中
心
と
し
た
繊
維
質
の

食
事
で
あ
り
腹
の
調
子
が
お
か
し
い
。
以
前
な
ら
ば
食
べ

な
が
ら
話
が
弾
ん
だ
が
今
は
ま
る
で
禅
寺
の
僧
侶
が
向
か

い
あ
っ
て
威
儀
を
正
し
食
事
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

自
分
の
テ
ン
ト
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
が
よ
く
見
え

る
。
人
の
気
配
は
な
い
、
結
構
な
こ
と
だ
。
全
員
が
無
事

に
帰
れ
る
ら
し
い
。
帰
り
船
は
出
航
し
た
の
か
な
。
サ
ラ

バ
、
サ
マ
リ
ン
ダ
。
乗
船
帰
国
命
令
だ
。 

 

一
週
間
の
予
定
が
三
週
間
と
な
っ
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
プ
と
も
お
別
れ
だ
。
ま
た
ボ
ル
ネ
オ
と
も
お
さ
ら
ば

だ
。
帰
国
と
い
う
大
目
標
が
目
の
前
に
あ
っ
た
か
ら
過
酷

な
テ
ン
ト
生
活
で
も
病
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
千
人
も
の
荒
く
れ
男
も
お
と
な
し
く
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

も
し
こ
の
よ
う
な
虐
待
的
状
況
が
以
前
に
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
間
違
い
な
く
暴
動
が
起
こ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

夜
に
な
っ
て
多
数
の
機
帆
船
が
マ
ハ
カ
ム
河
に
寄
っ
て

集
ま
っ
て
来
た
。
一
隻
ず
つ
着
岸
し
、
帰
国
日
本
人
は
一

列
に
な
っ
て
桟
橋
に
並
び
、
先
着
順
に
乗
船
す
る
。
そ
し

て
先
頭
か
ら
梯
子
を
伝
っ
て
深
い
船
倉
へ
降
り
、
順
々
に

詰
め
て
行
く
。
船
倉
が
ぎ
っ
し
り
詰
め
れ
ば
、
次
の
者
は

左
右
の
舷
側
に
一
列
に
座
る
。 

 

最
初
の
機
帆
船
が
満
杯
に
な
れ
ば
出
航
す
る
。
乗
船
者

の
着
席
位
置
に
つ
い
て
は
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
が
、
穴

蔵
の
よ
う
な
船
倉
よ
り
解
放
的
な
甲
板
の
方
が
良
い
。
こ

れ
で
ボ
ル
ネ
オ
と
も
お
別
れ
だ
。
夜
空
に
は
南
十
字
星
が

ほ
ほ
え
む
。
さ
よ
う
な
ら
ボ
ル
ネ
オ
よ
。
さ
よ
う
な
ら
サ

マ
リ
ン
ダ
よ
。 
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【
解 

 

説
】 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
軍
属
と
し
て
勤
務
し

た
舞
鶴
工
廠
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
ま
で
の
、
い
く
つ
か
の
体

験
記
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 
今
回
は
、
そ
の
間
仕
え
た
海
軍
軍
人
・
軍
属
上
司
五

人
の
点
描
、
及
び
キ
ャ
ン
プ
の
食
事
な
ど
を
交
え
た
終

戦
後
の
捕
虜
生
活
な
ど
の
体
験
を
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

執
筆
者
は
、
最
後
に
ボ
ル
ネ
オ
の
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン

に
上
陸
、
第
一
〇
二
経
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
支
部
を
開
庁
、

勤
務
し
た
。
こ
の
地
域
は
石
油
地
帯
で
、
大
東
亜
戦
争

の
緒
戦
に
お
い
て
、
南
方
資
源
確
保
と
い
う
大
使
命
の

下
に
確
保
さ
れ
た
油
田
地
帯
で
あ
り
、
南
方
の
戦
略
的

な
拠
点
で
も
あ
っ
た
。 

  

今
次
大
戦
の
初
期
、
我
が
国
が
戦
争
に
踏
み
切
る
の

に
、
我
が
国
に
対
す
る
石
油
の
輸
出
禁
止
が
大
き
な
要

因
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
た
め
大
東
亜
戦
争
の

初
期
の
作
戦
に
お
け
る
蘭
印
作
戦
に
は
、
大
局
的
に
敵

に
石
油
資
源
破
壊
の
暇
を
与
え
な
い
よ
う
に
各
方
面
か

ら
急
襲
的
に
攻
略
し
、
そ
れ
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
。 

 

具
体
的
に
は
、
重
要
油
田
地
帯
の
パ
レ
ン
バ
ン
を
敵

の
破
壊
に
先
立
っ
て
、
無
傷
の
ま
ま
占
領
・
確
保
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
も
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
作
戦
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
我
が
軍
の
最

初
の
空
挺
作
戦
を
断
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
力
こ

れ
が
目
的
を
達
成
に
努
力
す
る
こ
と
に
も
命
題
が
残
さ

れ
て
い
た
。 

  

緒
戦
の
マ
レ
ー
、
比
島
作
戦
と
は
別
に
、
南
方
軍
直

轄
の
川
口
支
隊
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
北
ボ
ル
ネ

オ
の
ミ
リ
及
び
セ
リ
ア
、
ク
チ
ン
を
占
領
し
、
四
月
に

は
ボ
ル
ネ
オ
守
備
軍
司
令
部
を
編
成
し
て
、
こ
れ
を
南

方
軍
の
戦
闘
序
列
に
編
入
し
た
。
当
時
ジ
ャ
ワ
の
攻
略

に
任
じ
た
第
十
六
軍
は
、
先
遣
隊
と
も
言
わ
れ
た
前
方

基
地
攻
略
部
隊
を
逐
次
繰
り
出
し
て
作
戦
を
開
始
し
た
。 

 

執
筆
者
が
勤
務
し
た
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
は
、
第
三
十

八
師
団
の
主
力
に
よ
り
占
領
さ
れ
た
。
ま
た
、
海
軍
部
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隊
は
こ
の
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
及
び
ケ
ン
ダ
リ
ー
を
基
地

と
し
て
、
各
地
の
航
空
勢
力
と
敵
海
軍
を
ス
ラ
バ
ヤ
東

方
海
面
等
に
お
い
て
攻
撃
し
、
ジ
ャ
ワ
本
土
の
周
辺
要

地
は
占
領
、
ジ
ャ
ワ
本
土
攻
略
態
勢
を
完
了
し
て
い
る
。 

 

 

パ
レ
ン
バ
ン
攻
略
は
、
第
一
挺
進
団
主
力
の
空
挺
の

奇
襲
に
よ
り
油
田
地
帯
を
占
領
し
、
第
三
十
八
師
団
主

力
は
、
上
陸
用
舟
艇
に
よ
り
海
上
機
動
を
も
っ
て
テ
ラ

河
等
を
遡
航
し
て
、
既
に
降
下
し
て
い
る
挺
進
団
と
協

力
し
て
パ
レ
ン
バ
ン
を
確
保
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
日
本
海
軍
は
、
ジ
ャ
ワ
攻
略
部
隊
の
上
陸
作

戦
開
始
に
当
た
り
、
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
、
バ
タ
ビ
ヤ
沖

海
戦
等
に
お
い
て
敵
に
決
定
的
打
撃
を
与
え
た
。
こ
れ

ら
の
海
戦
に
お
け
る
根
拠
地
と
な
っ
た
の
は
、
バ
リ
ッ

ク
パ
パ
ン
等
の
ジ
ャ
ワ
の
要
地
で
あ
っ
た
。 

  

筆
者
が
昭
和
十
七
年
に
勤
務
し
た
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン

は
、
こ
の
よ
う
な
緒
戦
の
成
果
を
も
っ
た
要
地
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
に
も
、
昭
和
十

九
年
こ
ろ
よ
り
空
襲
を
体
験
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
敵
の
上
陸
作
戦
の
対
策
が
講
じ
は
じ
め
ら
れ
る
。 

 

『
昭
和
二
十
年
六
月
こ
ろ
、
海
岸
に
あ
る
小
高
い
防

空
壕
に
登
り
、
双
眼
鏡
で
眺
め
る
と
、
敵
艦
が
眼
前
に

出
現
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
、
遥
か
東
方
の
飛
行
場

辺
り
に
ド
カ
ン
ド
カ
ン
と
艦
砲
射
撃
が
始
ま
っ
た
。
生

ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
で
、
身
の
縮
む
思
い
で
あ
っ
た
』

と
。 

 

そ
し
て
終
戦
と
な
り
、 

 

『
敗
戦
と
共
に
私
等
は
苦
し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
。

ロ
ア
ボ
ア
と
い
う
所
で
小
さ
な
平
屋
に
収
容
さ
れ
た
。

私
ら
は
幹
部
の
室
と
一
般
に
区
分
さ
れ
て
寝
た
。
第
一

の
苦
労
は
水
汲
み
作
業
で
あ
っ
た
』
と
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
執
筆
者
の
身
に
は
、
幾
多
の
好
悪
の

思
い
出
が
重
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
中
で
、 

 

『
夜
空
に
は
南
十
字
星
が
ほ
ほ
え
む
。
さ
よ
う
な
ら
、

ボ
ル
ネ
オ
よ
。
さ
よ
う
な
ら
、
サ
マ
リ
ン
ダ
よ
』 

と
、
ボ
ル
ネ
オ
の
懐
か
し
さ
を
思
い
出
す
よ
う
に
、
体



223 

験
記
は
結
ば
れ
て
い
る
。 




